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発行日 
 

〒573-0032  枚方市岡東町12番3－202号  

ひらかたサンプラザ3号館2階 TEL＆FAX 072・844・2433 

＜相談受付＞  ☎ 072・844・2431 
午前 9時 30分～午後４時 30分（土・日・祝日、年末年始除く） 
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困ったら 
ご相談を！ 

大手電話会社を騙って、「お客様の●アカウントに異常ログインの可能性がありますので、 
下記ＵＲＬで検証をお願いします」等の偽ＳＭＳ（ショートメッセージサービス）が、スマー
トフォンに届き、トラブルに発展する事例が急増しています。 

「異常ログイン」や「不正利用」というメッセージに驚いて、表示のＵＲＬにアクセスし、   

本人認証に必要なＩＤやパスワードを入力すると、アカウント情報やクレジットカード番号 
などの重要な情報が盗み取られてしまいます。そして盗まれた情報をもとに、ネットのショッ
ピングサイトで勝手に商品等を購入され、自分のクレジットカードに請求だけが来るという 
「フィッシング詐欺」の手口のひとつです。 

 ・不安を煽るような内容のＳＭＳが届いたら、まず詐欺を疑う 

 ・ＵＲＬをクリックする前に、事業者のホームページ等で偽サイトに関する情報を確認する 

 ・万が一アクセスしても、個人情報を入力しない 

・不安に思ったら、すぐに警察や消費生活センターにご相談ください 

 

 

 

お客様の●アカウントに 

異常ログインの可能性が 

あります。 

 

下記ＵＲＬで検証をお願い

します。 

http://my※※※※※※.com 

← ※※※※※※ 

センターからのアドバイス 

「異常ログイン」、 
「不正利用された」、 
「電話料金が高額」、 
「パスワード初期化
のお願い」など、  
非常事態と思わせ
て、「すぐにサイトに
アクセスしなけれ
ば」と焦らせます！ 

ＳＭＳの送信元が、 
大手電話会社の公式  
ＳＭＳと同一の場合  
あり。 
同じスレッド（メッ

セージのやり取りを 
ひと括りに表示する 
機能）に、公式ＳＭＳ
とフィッシングＳＭＳ
がまとめて表示される
など、様々な手口が 
発生しているので要 
注意！ 

接続先は、 
詐欺サイト！！ 

http://my/


 

消費生活セミナー 

消費増税に備える！知ってトクする「家計の運営術」 
日 時：令和元年９月 25 日（水) 午前 10 時 30 分～正午 
場 所：枚方市立消費生活センター 研修室 

講 師：大阪府金融広報委員会 

     金融広報アドバイザー 八束 和音 氏 

対 象：市内在住・在職・在学の方 

参加費：無料 

定 員：40 人（事前申し込み制、先着順） 
手話/保育（１歳以上の未就学児）： 

いずれも９月 10 日(火)までに要予約 

申 込：９月２日（月）午前９時から 

電話または FAXで受付 (072・844・2433)        

 

 

●「石けんキャンペーン 

＆廃油(食用)回収予定」 
 

日 時 ： 令和元年 9 月 17 日（火） 

午前 10 時 30 分～正午 
 

場 所 ： サプリ村野 

 

 

※家庭用食品廃油のみ回収 

 

※容器はお持ち帰りいただきます。 

 
 

 
 

 
 

 

          

 

 

催し予告 
 

～夏休みも残りわずか。これから家族で海水浴を楽しむ方へ～ 
◇海水浴は楽しいものですが、海は、天気、風向き、風速、潮位、潮の満ち引きなどにより、大きく姿を  

変え、それが事故につながることがあります。 

◇子どもが海で使用する遊具には、浮き輪やフロートなどと呼ばれる動物の形をしたものがありますが、

フロートは、風による影響を特に強く受ける遊具です。海上保安庁によると、平成３０年中の事故の 

中には、フロートに乗った子どもが陸からの風により沖に向かって流された事例が複数見られ、中には

４歳児が溺れる事故も発生しました。 

◇海上保安庁の平成 21年から平成 30年までの 10年間の事故情報によると、子どもの海での遊泳中の

事故者数（溺水、漂流による帰還不能など）は累計で 583 人に上り、平成 30 年は 70 人（前年比    

＋18人）で、過去 10年間で最も多くなりました。 

◇フロートに乗って、一度、子どもが流されてしまうと自力で帰還することは難しく、すぐに発見されなけれ

ば死にいたることも考えられ、大変危険です。 

 

海で楽しくフロートで遊ぶために、主に以下のことに注意しましょう 

 ～事故を防止するためのアドバイス～ 

（１） フロートの対象年齢を確認しましょう 

（２） 保護者はフロートに乗った子どもから目を離さない、手をはなさない 

（３） ライフジャケットを正しく着用させましょう 

（４） 遊泳可能な海水浴場で使用しましよう 

（５） 風の強い日は使用を控えましょう 

（６） フロートの上に立ったり座ったりするときは慎重にさせ、取っ手がある場合は、 

しっかりつかまるよう教えましょう 
        消費者庁・海上保安庁・国民生活センター News Release 


